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○活動や日々の遊びの中で、子どもの主体性を育む保育が無理なく自然に行なわれている

例えば、園庭では好きな遊びを自分で選び生き生きと遊ぶ子どもの姿があり、また異年齢の子ども
達が関わりながら一緒に遊ぶ姿がある。保育者はそんな子どもたちを見守り、さりげなく危険がな
いように手を添えたり差しのべたりと、子どもが主体的に遊ぶ姿の邪魔をしないよう配慮をしてい
る。視察した保育の各場面では、余裕を持ち、子どもたちを見守る保育者が多く、保育者の子ども
たちを「見守る姿勢」は子どもの主体性を育む事にとても役立っているものと推察された。また、
絵本コーナーや絵手紙教室等、子どもたちの健やかな成長、発達のために色々な取り組みが無理な
く自然にできている。

○職員の「働きやすさ」の向上に取り組み、良好な職場環境、保育環境が形成されている

法人として働き方改革に取り組み、園では1時間単位の時間休の導入等を実施して職員の「働きや
すさ」の向上に取り組んでいる。今回の職員自己評価では「気兼ねなく休める」「有給休暇が取り
やすい」などの回答が職員から得られており、ワーク・ライフ・バランスに関する取組の成果は高
い有給消化率や職員の定着等に表れている。また、今回の保護者アンケートでは園の特徴につい
て、「先生方の明るい笑顔」「あたたかい雰囲気」「子どもを大事にしている」「一人ひとりを先
生方全員でみている」「先生方のバランスがよい」等、職員の対応や雰囲気の良さについてのコメ
ントが数多く得られており、職員の「働きやすさ」も良好な保育環境の大きな要因であると推察さ
れた。

○「食べること」をとても大切にし、食育活動等に力を入れて取り組んでいる

食育の目標を「楽しく食べる」と掲げ、園全体で取り組んでいる。子ども達は意欲的に食事をし、
食事を楽しめているようである。４，５歳児はバイキング形式で自分が食べられる量を自分でよそ
う、自分の好きな席を選んで座るなど、子ども達が主体的に楽しく給食を食べられるような環境を
設定している。また、当番の子ども達が他児にパネルシアターを用いて今日の献立を知らせるな
ど、子ども達が食べ物への興味を持ち、食事を楽しみにできるような取組もある。１階テラス横で
はゴーヤのグリーンカーテンづくりにも取り組み、その近くにはバケツで年長児が稲を育てること
にもチャレンジしている。保護者にはさまざまな形で食について発信を行い、園で実際に子ども達
が食べているものを共有したり、子どもにとって良い味や食感等について知らせたりと、保護者を
巻き込んだ食育にも取り組んでおり、保護者アンケートの保育園の特徴の欄には「給食がおいし
い、食育に力を入れている」などの記載も多い。
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別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

今回、初めて受審いたしました。
園としての取り組み・保育を客観的に見ていただき、改めて良い点、そして課題を知ることが出来
ました。取り組みに対しての保護者の方からの評価は、大変励みになりました。課題については的
確にご指摘いただき、今後に向けて職員間で共有し、話し合って改善につなげていきたいと思って
おります。

○事業計画の具体性やＰＤＣＡの仕組づくり等については課題として取り組むことを期待したい

園の事業計画は実行から評価に至る具体性に向上の余地もある。実行課題を明確にし、いつまでに
誰がどのようにしていくのかを職員参加のもと定め、実施状況の把握、分析、評価ができるよう組
織的な取り組みを期待したい。また、単年度計画のもとになる中長期の計画が明示されていないた
め、その点を明確にする事で方向性や目指す事をより一層明確にしたいところである。今後の課題
として中長期～単年度計画の策定について検討をする事を期待したい。

○３歳未満児の物的・人的環境づくりの取組を継続・発展させていく事を期待したい

保育実施面では、園では室内環境の玩具設定を課題と考えており、職員間で検討を重ね、姉妹園見
学も予定している。子どもが自分で選んで自分で遊び込むことのできる環境づくりの推進等、未満
児の物的環境と人的環境については継続して検討し、園としてのかたちを創り上げてゆく事を期待
したい。

○全体計画、月案に長時間保育についての位置づけをすることを勧めたい。

長時間保育については、職員自己評価でも「十分でない」とする回答が少なくはない。長時間保育
になる子どもの不安や疲労に対する保育者の人的配慮について、また通常保育との連続性なども職
員間で話し合ってゆく体制を確立する方策として、全体計画、月案に長時間保育についての位置づ
けをすることを勧めたい。計画、実践していくことで長時間保育の課題出しやさらなる意識の向上
につなげてゆく事を期待したい。

◇特にコメントを要する点


